
…
…
…
：
と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う

年の重み001教育行政

典式念記で、JJ！
谷
坪

’

（
）
…
創
立
百
周
年
お
め
で
と
う
こ
ゴ
．
－
い
ま
す
．

　
町
立
坪
谷
小
学
校
で
は
十
目
十
↓
日
に
創
疏
百
周

年
の
記
へ
，
心
式
典
が
多
く
の
関
係
者
と
卒
業
生
出
席
∂

も
と
に
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
，

二
…
当
日
は
校
庭
の
「
角
に
つ
く
ら
れ
た
記
念
碑
の

除
幕
式
に
一
、
Ψ
き
つ
づ
㌧
、
、
式
典
に
う
つ
り
、
卒
業
生
の

な
か
で
す
で
に
故
人
と
な
r
．
た
方
セ
へ
の
黙
と
う
、

校
旗
．
の
贈
呈
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
．
．
午
後
か
ら

は
祝
賀
会
、
祝
賀
演
井
云
会
が
一
、
し
ら
か
れ
明
る
い
こ
だ

ま
が
尾
鈴
連
・
田
に
ひ
び
い
て
い
ま
し
た
．

・
．
）
…
出
席
者
の
な
か
に
太
平
洋
戦
争
中
沖
縄
か
ら
疎

開
し
て
い
た
大
里
先
生
、
当
時
の
生
徒
だ
っ
た
仲

村
（
旧
姓
知
念
）
将
市
き
ん
ら
家
族
を
含
む
三
ト
…

名
の
姿
が
み
ら
れ
友
人
、
知
人
と
の
再
会
を
喜
び
あ

・．

ﾄ
い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
，

π
…
坪
谷
小
は
明
治
九
年
四
月
に
昌
福
寺
を
教
場
と

し
て
開
校
以
来
多
く
の
卒
業
生
を
世
に
送
り
ま
し
た

が
校
舎
の
改
築
、
校
庭
の
拡
張
な
ど
で
す
っ
か
り
そ

の
姿
を
変
え
て
い
ま
す
。
わ
ず
．
か
に
一
本
だ
け
残
’
．

て
い
る
せ
ん
だ
ん
の
木
だ
け
が
秋
の
空
い
っ
ぱ
い
に

枝
’
雲
、
）
ろ
げ
て
い
ま
し
た
．
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町報とうこう
’

ご

挨

　
　
　
　
　
　
　
去
る
九
月

　
　
　
　
　
　
∫
．
十
日
て
教

’縞

ｼ
・
纏
踊

’
感
ミ
し
た
の
で
今

　
　
　
　
　
　
期
限
う
て
円

満
に
退
職
尋
・
・
せ
て
い
た
・
く
こ
と
に
な

）
ま
し
た
　
今
日
ま
て
．
一
期
八
ケ
年
の

任
期
中
町
民
4
2
皆
様
方
に
は
公
私
共
に

大
へ
ん
お
世
話
様
に
な
う
ま
し
た
．
そ

れ
こ
も
か
＼
わ
ら
ず
あ
ま
う
お
役
に
も

疏
た
す
申
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
が
、

と
に
も
か
く
に
も
任
期
を
全
う
す
る
こ

と
か
て
㌧
、
・
ま
し
た
こ
と
は
・
、
し
と
え
に
皆

様
乃
の
御
支
援
の
お
陰
て
あ
っ
た
こ
と

を
衷
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。
元
来
私

溝前
教
育
長
高
森
文
人

達
の
東
郷
町
は
教
育
尊
重
の
伝
統
を
持

っ
て
い
る
事
を
誇
り
に
し
て
い
ま
す
。

　
家
の
た
め
に
も
町
の
た
め
に
も
国
の

た
め
に
も
身
心
共
に
健
や
か
な
看
少
年

を
育
成
す
る
こ
と
ほ
と
大
切
な
佳
事
は

な
い
で
し
ょ
う
。
咋
年
か
ら
今
年
に
か

サ
て
町
内
の
四
つ
の
学
校
て
創
」
v
百
年

の
式
典
と
記
念
行
事
が
盛
大
に
行
な
わ

れ
ま
し
た
が
十
七
て
生
盾
す
る
者
も
丞

く
異
郷
に
あ
る
人
も
へ
）
と
し
く
深
い
母

校
愛
に
よ
っ
て
結
ぼ
れ
て
い
る
も
の
が

慰
め
て
考
え
山
・
・
せ
ら
れ
ま
し
た

　
坪
谷
小
学
校
て
は
戦
時
中
沖
縄
か
ら

学
章
疎
開
て
来
て
い
た
子
供
達
か
戦
後

三
十
年
立
派
に
成
人
し
た
姿
て
こ
の
自

年
祭
を
祝
い
に
来
て
下
山
・
」
い
七
、
し
七

当
時
は
食
糧
も
不
足
し
飢
餓
一
歩
前
の

空
㍉
・
・
つ
腹
を
か
＼
え
て
父
母
の
住
｝
、
」
沖

縄
の
空
ば
か
ク
か
恋
し
か
r
．
た
て
あ
ろ

う
児
章
達
が
一
時
的
に
学
ん
ゼ
学
校
を

第
二
の
母
校
と
し
て
い
つ
ま
で
も
b
れ

す
、
は
る
ば
る
海
を
渡
一
．
て
式
典
に
参

加
し
て
下
さ
る
気
持
は
本
当
に
感
激
て

し
た
．
．

　
人
間
形
放
の
重
要
な
時
期
に
お
け
る

教
育
の
偉
大
な
影
野
力
に
つ
い
て
痛
切

に
考
え
曽
・
・
せ
ら
れ
る
こ
と
セ
と
思
い
ま

し
た
、
学
校
教
育
か
ら
史
に
遡
っ
て
幼

児
期
に
お
げ
る
教
百
の
重
要
き
を
、
昌

訟
ら
言
わ
れ
て
い
る
＝
．
一
ノ
児
の
魂
、

白
ま
て
｝
と
い
う
家
庭
教
倉
の
車
要
ふ
・
・

に
つ
h
て
も
今
更
の
よ
う
に
考
え
山
，
・
井
、
・

ら
れ
る
こ
と
て
し
た

　
学
制
か
公
布
岬
・
・
れ
た
翌
年
の
明
治
六

年
に
ま
早
く
も
山
陰
小
学
校
が
開
校
山
・
・

れ
、
引
き
築
い
て
現
存
の
町
）
小
学
枚

か
次
セ
と
開
校
諏
・
、
れ
て
百
年
の
歳
月
を

経
て
・
ご
芸
し
た
　
騨
史
と
共
に
変
遷
を

重
ね
な
か
ら
今
日
に
到
r
．
た
わ
け
て
す

が
、
宇
び
の
窓
に
鐘
の
首
の
聞
か
れ
漁

時
代
ぽ
あ
う
ま
せ
ん
て
し
た
．
、
将
来
も

ま
た
水
遮
に
こ
の
鐘
の
音
は
高
ら
か
に

鳴
り
粒
｝
、
る
こ
と
て
し
ょ
う

　
昔
の
口
葉
に
「
↑
年
一
日
の
如
し
」
と

い
う
の
か
あ
》
ま
す
か
、
現
代
て
は
’
、
一

し
ろ
」
日
は
十
年
目
如
し
一
と
石
、
、

た
い
唾
こ
激
し
く
世
界
は
変
動
し
つ
、

あ
り
ま
す
　
そ
ん
な
世
界
に
牛
・
’
、
・
て
D

く
∵
．
し
い
青
少
年
を
育
て
る
こ
と
は
す

へ
て
の
大
人
達
の
義
房
て
あ
っ
愛
清
て

あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
　
新
教
育
長
ま
私

と
違
・
て
前
途
春
秋
こ
富
む
頼
も
し
い

教
育
長
て
あ
う
ま
す
し
、
教
育
委
員
会

事
務
局
の
ス
タ
．
7
も
そ
れ
ぞ
れ
ヘ
チ

ラ
ノ
か
揃
・
，
て
い
ま
す
の
て
町
民
の
皆

様
乃
の
伝
頼
に
一
5
え
て
本
町
の
教
ム
目
行

政
を
↓
層
前
進
占
．
・
せ
躍
進
き
せ
て
く
れ

る
も
の
と
偏
し
て
疑
い
ま
せ
ん
、

、
　
、
・
　
監
’
㌧
嚇
　
‘
4
巴
　
：
～
．
♂
・
　
・
）
、
：
　
、
く
　
　
　
（
’
　
唖
’
」
9
．
」
、
　
9
　
、
曳
塾
．
監
で
．
㌔
ピ
ノ
・
・
G
J
）
零
　
●
、
～
．
㌧
㌦
ζ
．
．
ζ
～
9
：
♂
，
‘
　
●
亀
」
、
：
．
、
も
．
。
．
（
♂
ら
ρ
’
ノ
。
・
●
」
、
・
．
、
、
　
　
　
㌦
ζ
層
　
ご
’

ご・
　
　
鵡

O
々　
　
　
へ

挨　
前
教
育
長

尚
森
文
夫
氏

の
こ
退
職
に

伴
な
い
、
そ

の
後
任
と
し

て
不
肖
卜
月

一
日
付
を
も
っ
て
教
倉
長
に
任
命
さ
れ

ま
し
た

　
も
と
よ
》
非
ナ
の
圭
に
教
職
の
経
験

も
な
く
、
そ
の
職
貞
の
重
大
き
を
痛
感

拶教
育
長
　
木
　
村
　
映
　
、

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
町
の
教
育
が
、
町
民
の
教
育
に
ε

す
る
熱
意
と
、
町
長
を
は
し
め
教
育
関

係
磯
関
白
の
た
》
み
な
い
努
力
に
L
’

て
、
非
常
に
高
い
水
準
に
達
し
て
わ
り

ま
す
こ
と
は
こ
同
慶
に
堪
え
ま
せ
ん

　
教
育
の
使
命
が
、
人
格
の
一
章
を
め

き
し
、
平
和
的
な
国
家
社
会
の
形
成
者

と
し
て
、
心
身
と
も
に
、
の
た
か
て
健

康
な
国
民
の
育
成
に
あ
る
こ
と
は
中
し

f
ナ
る
ま
て
も
あ
一
す
・
せ
ん
が
、
私
は

今
日
ま
て
雁
代
の
教
百
長
か
推
め
ら
れ

か
つ
築
か
れ
た
教
宵
理
へ
，
」
と
、
存
派
な

教
育
環
境
を
推
持
し
な
か
ら
、
学
校
教

有
、
社
会
教
育
、
家
庭
教
百
を
通
し
た

生
涯
に
わ
た
る
本
町
教
育
の
充
実
発
展

を
は
か
る
た
め
に
全
力
を
尽
し
た
い
と

へ
，
〕
し
て
お
》
ま
す
、

　
な
に
と
ぞ
町
民
の
み
な
さ
ん
の
こ
指

導
と
こ
協
力
を
お
願
い
申
し
ト
げ
て
こ

鉄
拶
と
h
た
し
ま
す

町
職
員
の
発
令

○
　
’
7
　
，

　
　
一
般
職
・
　
九
月
一
日
何

　
▽
教
育
委
員
会
学
校
給
食
共
同
調
理

場
所
長
（
総
務
課
庶
務
係
）
那
須
文
美

　
▽
教
肯
委
員
会
学
枚
給
食
鼓
同
調
琿

論
調
距
員
（
町
♂
病
院
）
小
林
政
了

［
》
同
　
（
東
郷
中
）
田
口
英
子
、
　
⊂
同

（
同
）
池
内
チ
ェ
、
▽
同
（
福
山
小
）

川
越
キ
ヨ
己
」
、
▽
同
（
坪
谷
中
）
与
日

々
ソ
．
L
」
、
　
ワ
同
（
同
）
山
田
延
子
、

「
・
同
腋
教
ム
賞
美
総
務
係
（
福
瀬
小
）
塩

月
マ
へ
．
一
、
　
賄
存
柄
院
給
食
調
理
貝

（
廉
脚
山
一
）
爪
ポ
曲
淵
ミ
チ
．
」
、
　
老
尺
「
ρ

　
と
う
そ
私
に
た
ま
わ
り
ま
し
た
と
同

様
の
い
や
そ
れ
以
」
の
御
支
援
、
御
代

燵
を
お
願
い
し
ま
す
　
口
」
を
尽
し
ま
せ

ん
か
最
後
に
も
う
一
度
八
年
間
に
亘
る

皆
様
方
の
御
協
力
、
御
厚
意
に
対
し
衷

心
よ
う
感
謝
の
＝
口
葉
を
申
し
あ
y
，
て
退

任
の
こ
挨
拶
と
致
し
ま
す
　
ほ
ん
と
う

に
「
有
難
う
こ
ポ
、
、
い
ま
し
た

’
　
．
　
ノ
，
　
　
．
⊃
、
　
．
・
、
も
・
　
¶
こ
’
．
・
9
’
2
．
・
〕

ー
ム
給
食
凋
理
員
（
東
郷
中
）
旭
国
繁
子

　
「
特
別
職
」

　
退
任
、
高
森
文
夫
（
教
育
長
）
九
月

一一

D
f
口
任
期
溝
了

　
教
倉
長
　
木
村
映
↓
、
一
月
「
日
逮

任　
「
一
般
職
」
　
十
月
一
日
月

　
▽
総
務
課
長
（
企
画
開
発
課
長
）
東

村
古
市
、
㌧
企
画
開
発
課
長
（
建
設
課

長
）
寺
原
寿
夫
、
▽
建
設
課
長
兼
管
理

係
長
（
農
林
課
長
）
富
山
貞
人
、
［
農

林
課
長
（
住
民
課
長
）
學
木
勝
、
㌃
ρ

民
課
員
（
編
院
事
務
局
長
）
三
原
ぼ
義

　
病
院
事
務
局
長
（
臼
民
課
艮
補
佐
）

若
林
義
和

　
、
農
業
委
員
会
事
務
局
長
（
税
房
課

長
補
佐
）
本
多
茂
雄
、
　
㌍
林
課
企
画

調
整
－
幹
（
農
林
課
註
幹
、
碧
村
総
合

整
備
モ
テ
ウ
事
業
推
追
班
）
　
沽
旧
火
沽
旧
、

　
農
林
課
b
補
佐
兼
林
業
係
長
（
林
業

係
長
）
小
林
理
教
、
［
、
住
氏
課
長
補
佐

兼
福
祖
係
長
（
稲
袖
係
L
）
山
本
↓
π

　
レ
税
務
課
長
補
佐
兼
課
税
係
長
（
町

ゴ
地
開
発
公
社
総
務
係
長
）
日
，
同
今
朝

利
、
▽
教
皇
委
員
会
教
育
畳
目
補
佐
兼

絶
務
係
長
兼
学
校
教
育
係
L
（
綻
路
係

長
穣
，
P
校
教
育
係
長
）
寺
原
和
d
、

G
国
士
国
民
年
令
係
長
（
狸
林
課
振
興
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係
長
）
海
野
干
代
磨
、
▽
老
人
お
ー
ム

指
導
員
（
教
肯
委
員
会
社
会
教
育
係
長
）

田
代
静
夫
、
▽
農
林
課
振
興
係
長
（
農

業
委
員
会
庶
務
開
拓
係
長
兼
農
地
凋
整

係
長
）
小
野
三
千
樹
、
▽
住
民
課
保
険

衛
生
係
長
（
住
民
課
福
裡
係
）
畝
原
孝

徳
、
［
教
育
委
員
会
教
育
課
社
会
教
倉

係
長
　
（
社
会
教
育
係
）
　
寺
原
孝
彦
、

▽
企
画
開
発
課
開
発
係
主
査
（
老
人
ホ

ー
ム
指
導
員
）
衛
藤
州
雄
、
▽
町
L
」
地

開
発
公
社
総
務
係
長
兼
企
画
開
発
課
企

画
係
（
企
画
開
発
課
開
発
係
）
矢
野
〔

明
、
「
税
務
課
課
税
係
（
企
画
開
発
課

企
画
係
）
荒
砂
建
一
、
▽
住
民
課
国
民

年
金
係
（
佳
民
課
福
祉
係
）
中
谷
敏
、

ワ
教
育
委
員
会
教
育
課
社
会
教
育
係

（
税
務
課
課
税
係
）
三
木
幸
男

税
だ
よ
り

相
続
税
の
あ
ら
ま
し

　
相
続
税
は
、
相
続
や
遣
贈
に
よ
’
，
て

財
産
を
も
ら
一
た
人
に
か
か
る
税
金
て

す
　
と
こ
ろ
て
、
相
続
税
は
複
雑
な
税

金
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

相
続
が
開
始
し
ま
す
と
、
遺
産
の
分
割

と
か
、
相
続
放
棄
な
と
と
い
う
民
法
上

の
問
題
が
必
ず
と
云
っ
て
よ
い
ほ
と
起

る
か
ら
て
す

　
し
た
が
っ
て
実
際
に
遺
産
を
相
続
し

た
場
合
に
は
、
そ
の
貝
体
的
な
税
領
の

討
算
は
と
の
よ
う
に
す
る
の
か
、
ま

た
、
と
の
よ
う
に
申
告
を
す
れ
ば
よ
い

の
か
、
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
に
つ
い

て
わ
か
一
に
く
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
て

そ
の
あ
ら
ま
し
を
説
明
し
ま
す

　
※
相
紙
税
は
と
ん
な
と
き
に
、
と
ん

　
　
な
財
産
に
か
か
る
の
か

　
，
相
続
」
は
、
死
亡
こ
よ
r
．
て
開
始

し
、
相
続
人
は
被
相
続
人
（
死
し
し
た

人
）
の
財
産
に
関
す
る
全
て
の
櫓
利
義

務
を
受
け
継
ぎ
ま
す

　
し
た
が
っ
て
椙
続
税
か
か
か
る
財
産

は
、
原
則
と
し
て
被
相
続
人
が
持
っ
て

い
た
全
て
の
財
産
で
現
金
、
預
貯
金
、

有
価
証
券
や
団
地
（
山
林
の
場
合
存
木

を
含
む
）
家
屋
、
自
動
車
や
機
械
類
等

の
固
定
資
産
、
及
一
、
〕
偵
権
や
た
な
卸
資

産
、
又
生
命
保
険
金
や
保
険
契
約
の
権

利
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

　
※
相
続
税
は
と
の
く
ら
い
の

　
　
財
産
か
ら
か
か
る
の
か

　
相
続
税
は
正
味
遺
産
総
額
が
、
遣
産

に
係
る
基
礎
控
除
額
を
越
え
て
い
る
場

合
そ
の
額
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
税
率
に

よ
う
算
定
さ
れ
ま
す
．

　
相
続
税
を
副
算
す
る
場

合
に
は
、
ま
ず
、
各
相
続

人
の
相
続
し
た
遺
産
額
か

ら
、
そ
の
人
が
負
相
し
た

債
務
や
葬
式
費
用
等
を
差

引
い
て
相
続
人
か
取
得
し

た
正
味
の
遺
産
額
を
討
算

し
、
こ
れ
を
合
遣
し
て
正

味
の
遺
産
総
額
を
算
出
し

ま
す
　
止
味
遺
産
総
額
か

ら
控
除
さ
れ
る
基
礎
控
除

頷
は
二
〇
「
、
一
し
万
円
と
四

二
⊃
万
円
に
法
定
相
続
人

の
数
を
か
け
た
舎
額
と
の

合
題
額
て
あ
り
ま
し
て
、

例
え
ば
法
定
相
続
人
が
配

偶
者
と
二
人
目
子
供
の
場

合
遺
産
に
係
る
基
礎
控
除

頷
は
、
二
っ
っ
〔
、
ノ
万
円
⊥

（
四
「
万
円
×
＝
．
人
）
目
．
．
ご
！
一

万
円
と
な
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
場
合
d

味
の
遺
産
総
額
が
三
二
「
，
こ
万
円
以
ト

て
あ
れ
ぽ
相
続
税
は
か
か
ら
な
い
こ
と

に
な
）
ま
す
．
な
お
こ
の
場
合
の
法
定

相
統
語
と
は
民
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る

相
続
人
で
あ
り
ま
す
。
又
、
相
続
放
棄

を
し
た
法
定
相
続
人
が
い
て
も
基
礎
控

除
額
及
び
相
続
税
の
総
額
の
訓
算
の
際

は
含
め
ま
す
。

　
・
∵
相
続
財
産
は
と
の
よ
う
に

　
　
評
価
す
る
の
か

　
相
続
税
を
訂
算
す
る
場
合
の
財
産
の

評
価
額
は
原
則
と
し
て
相
続
の
日
の
時

価
に
よ
り
ま
す
。
土
地
に
つ
い
て
は
、

丘
地
、
田
、
畑
、
山
林
、
原
野
等
各
種

の
現
況
に
よ
う
、
叉
、
山
林
に
つ
い
て

相続税はこのように計算します

　相1洗＿仁け叫・の1直Fr〒τ韻つ8，｛♪り（リ」円ご、被相就べ）配f嵩者へつ

3，2UO　IJ｝II、　J気彗　」）j　Bっ・2，8轍1ノ」｝【」、　1口」＿　、　」文喋　ご）∫　（戸つ2，｛｝0｛｝ノ」

円を相読＿七場合」）程】杭悦をFlh

よ摺rし硯」）申【㌧期レ提まこ＿ユこぞ

＿こサま＿　　　　な才ノ、1重［￥分∴1」

ご　」9よ　）＿　＿よ　．

は
・
v
木
は
別
に
評
価
↓
・
、
れ
ま
す

　
そ
の
他
家
曝
、
株
式
な
と
と
い
つ
L

う
に
財
産
の
種
類
こ
と
に
貝
合
的
に
そ

の
評
価
方
法
が
定
め
ら
れ
て
h
｛
す

　
※
申
告
や
納
税
は
こ
の
よ
う
に

　
　
行
な
う
か

　
相
続
税
の
申
告
は
相
当
の
日
（
被
相

続
人
が
死
亡
し
た
日
）
の
翌
日
か
ら
六

ケ
月
以
内
に
被
椙
続
人
の
住
所
地
の
所

轄
税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
’
，
て

い
ま
す
．
又
、
納
税
は
金
銭
で
↓
時
に

納
め
る
の
か
原
則
で
す
が
延
納
や
、
物

納
の
制
陵
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す

　
※
そ
の
他
に
定
め
ら
れ
て
い
る
制
曳

　
今
ま
で
説
明
し
た
こ
と
の
ほ
か
、

1
相
続
税
の
か
か
ら
な
い
財
産

2
相
続
税
か
ら
差
引
か
れ
る
税
全
（
贈

1　各人の相続した正味遺産の合計額は8，000万円

2　相続税の総額の計算

　1　直げ．つつ9括礎控卜納毒

　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　零
　　　　　　　　　　　　　　　　もなキ　　　2i冠り円　4りU1／iリ　～　～，21川JIII

　2　承硯コ．つ』わrJ）価講1

　　　8，し脚ノ」円　～．2uω」円　4，8隻川ノ円

　4　相続税」）Tし各ll．りμ卜撃～

　
与
税
）

3
配
偶
若
の
税
額
軽
滅

4
末
奴
輩
者
や
毒
害
吝
の
寒
冒

5
相
異
相
続
控
除

6
枳
紙
税
の
二
刮
加
算

な
こ
の
制
度
が
》
、
－
め
ら
れ
て
h
ま
す
か

一
般
的
な
も
の
や
、
特
殊
な
も
の
な
こ

そ
の
ケ
ー
ス
に
よ
う
異
》
脱
す
の
て
く

わ
し
く
知
り
た
い
与
は
税
務
署
に
相
談

一
．
、
れ
る
よ
う
お
す
す
め
い
た
し
ま
す

尚
、
前
に
の
へ
た
例
で
配
偶
者
と
子
供

二
人
が
相
続
人
の
場
合
相
続
税
か
か
か

ら
な
い
遣
産
総
額
の
限
度
額
は
三
二
⊃

〔
万
円
と
申
し
上
デ
ま
し
た
か
、
て
ぽ

遺
産
総
頷
が
八
〔
二
万
円
の
場
合
は

こ
う
な
る
の
か
、
次
の
よ
う
に
詞
算
さ

れ
ま
す
の
て
参
考
に
し
て
ト
｝
・
、
い

　　　　～z5り1弓　　3　－975／Jl且1

3　各人の税額の計算
　　　　　　　　　　　　　　　、
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3

4

5

6
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回報とうこう

　
第
十
六
回
町
民
体
育
祭
は
十
月
十
七

日
町
営
総
合
グ
ラ
ウ
．
ン
ド
で
開
か
れ
、

谷
公
民
館
と
も
華
や
か
な
応
援
合
戦
を

く
り
一
、
）
ろ
げ
大
会
の
ム
ー
ド
を
盛
り
あ

げ
ま
し
た

　
種
目
ご
と
の
最
高
記
録
は
つ
y
、
の
と

お
り
で
♪
ヲ
．

　
〔
男
早
〕

　
△
百
培
2
5
歳
以
下
が
学
生
W
み
－
犬
野

一
彦
（
鶴
野
内
）
1
2
秒
3
、
・
一
般
，
V

i
福
谷
集
（
鶴
野
内
）
1
2
秒
3
、
②
寺

田
誠
二
（
同
）
1
2
秒
4
4
以
上
大
会
新

　
2
6
～
2
9
代
f
福
良
信
↓
（
小
野
田
）

12

V
9
、
3
0
代
－
矢
野
博
（
福
瀬
）
1
3

秒
0
、
i
．
山
口
和
行
（
鶴
野
内
）
1
3
秒

O
、
4
0
代
i
．
直
野
直
志
（
二
瀬
）
1
4
秒

0
、
5
0
代
以
上
．
1
．
東
村
吉
市
（
小
野
田
）

14

b
4

　
△
二
百
肩
∴
学
生
∀
’
－
矢
野
↓
彦

　
（
鶴
野
内
）
2
5
秒
2
樋
大
会
新
、
ゐ
一

般
叉
－
寺
田
誠
二
（
鶴
野
内
）
2
4
秒
6

1
1
大
会
新
、
亘
福
谷
集
（
同
）
2
4
秒
9

一
大
会
タ
で

　
△
干
五
．
百
　
一
－
一
山
省
二
（
鶴
野
内
）

5
分
3
秒
5

　
△
五
千
’
1
．
二
十
平
目
（
迫
野
内
）

18

ｪ
7
秒
3

　
△
八
百
好
リ
レ
ユ
ー
鶴
野
内
1
分
4
1

秒
0
一
大
会
新
、
＠
坪
谷
1
分
4
6
秒
4

　
包
帯
瀬
1
分
5
2
秒
9

　
△
年
令
別
リ
レ
ー
¢
小
野
田
2
分
2
2

秒
8
、
②
鶴
野
内
2
分
2
5
秒
2
、
ズ
3
）
坪

谷
2
分
2
5
秒
5

　
△
走
高
跳
《
中
学
生
》
α
福
谷
留
男

（
鶴
野
内
）
1
規
4
5
、
《
高
校
生
∀
、
－
）

海
野
良
一
（
坪
谷
）
1
班
4
5
、
／
↓
般

▽
1
．
三
浦
保
孝
（
坪
谷
）
1
撹
6
5

　
△
走
巾
跳
《
中
学
生
、
〉
①
矢
野
一
彦

（
鶴
野
内
）
5
翅
5
0
、
《
高
校
生
，
、
『

稲
田
純
郎
（
坪
谷
）
5
班
4
4
、
《
一
般

》
ぼ
山
口
佐
知
男
（
八
重
原
）
5
加
8
4

　
△
砲
丸
投
《
中
学
生
》
①
福
谷
順
三

．
．
麟

翌
竪
、

ぎ＼弍き≧』
一ツレ（の　＿潔

∵
詳

噸

（
鶴
野
内
）
9
鋭
7
5
、
△
、
高
校
生
》
該

当
な
し
、
《
↓
般
》
．
丁
小
川
勝
正
（
鶴

野
内
）
1
1
卿
5
8

　
「
女
子
〕

　
三
百
翼
2
5
歳
以
下
《
学
生
ψ
〔
」
寺
原

光
代
（
羽
坂
）
1
5
秒
0
、
＠
．
矢
野
ひ
と

み
（
田
野
V
1
5
秒
0
、
《
一
般
》
①
木

村
逸
子
（
小
野
田
）
1
4
秒
9
1
1
大
会
新

　
2
6
～
2
9
代
（
↓
奈
須
次
江
（
八
重
原
）

15

b
9
、
3
0
代
④
黒
木
絹
子
（
鶴
野
内
）

16

b
4
、
ゲ
藤
崎
月
子
へ
八
重
原
）
1
6

秒
4
4
0
代
ぼ
寺
田
常
子
（
仲
深
）
1
7
秒

6
、
5
0
代
以
上
丁
橋
口
文
子
（
越
表
）

18

b
4

　
△
四
百
沼
リ
レ
ー
〔
ユ
羽
坂
1
分
1
和

4
、
②
越
表
1
分
4
秒
0
、
ε
福
瀬
1

分
4
秒
2

　
△
年
令
別
リ
レ
ー
T
．
八
重
原
1
分
5
4

秒
7
、
②
田
野
1
分
5
6
秒
3

　
△
走
高
跳
、
中
学
生
》
厘
矢
野
由
美

（
坪
谷
）
1
翅
2
5
、
轡
高
校
生
・
・
、
二

般
》
該
当
な
し

　
△
広
巾
跳
ハ
中
学
生
慨
丁
川
崎
恵
美

子
（
高
邑
）
3
川
Z
、
・
ハ
高
校
生
ソ
ユ
鈴

野
厚
子
（
鶴
野
内
）
3
翅
9
1
、
・
ハ
↓
般

　
」
甲
斐
実
千
代
（
小
野
田
）
3
溺
6
2

　
△
砲
丸
投
《
中
学
生
》
①
寺
田
茂
子

（
田
野
）
8
溺
6
8
、
《
高
校
生
》
該
当

な
し
、
《
．
一
般
り
一
一
奈
須
次
江
（
八
重

原
）
7
η
釣

　
〔
各
種
リ
レ
ー
〕

　
△
職
場
対
抗
ρ
－
．
郵
便
局
5
1
秒
1
、
◎

獣
行
工
務
店
5
6
秒
6
、
◎
三
郎
建
設
5
8

秒
2
　
△
公
民
館
役
職
員
対
抗
バ
ー
小
野
田
1

分
5
5
秒
8
、
②
鶴
野
内
1
分
5
6
秒
5
1
1

以
上
大
会
新

　
△
町
内
役
職
員
対
抗
ほ
役
場
2
分
5

秒
4
1
1
大
会
新
、
②
公
民
館
長
2
分
1
2

秒
3
、
3
議
会
2
分
1
3
秒
5

　
n
努
力
嘗
〕

　
越
表
公
民
館

醸
Ψ

犠

　
昔
と
っ
た
き
ね
づ
か
で

　
第
一
回
老
人
ス
．
ポ
ー
ツ
人
会
が
九
月

三
十
日
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
、
．
こ
の
大
会
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
お
年
寄
り
が
健
康
で
明
る
い
毎
日

を
す
ご
す
基
礎
づ
く
り
を
目
的
と
し
て

今
年
か
ら
始
め
た
も
の
で
す
、
．

　
こ
の
日
は
町
内
の
六
十
五
歳
以
上
．
の

お
年
寄
り
百
五
十
名
が
参
加
、
赤
自
に

分
か
れ
て
「
五
十
ズ
ー
ト
ル
競
走
」

「
▼
）
ん
倒
し
」
　
「
ボ
ー
ル
け
り
」
な
ど

八
種
目
の
競
技
で
楽
し
い
一
日
を
す
．
こ

し
ま
し
た
，

議
会
議
員

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
第
五
回
東
臼
杵
郡
町
村
議
会
議
，
貝
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
十
月
十
五
日
北
郷

村
村
営
ゲ
弓
ウ
ン
斤
、
・
に
お
い
て
開
催
毒
・
、

れ
ま
し
た
．
．

』
『
．

態
「肖雀i

　
本
町
チ
ー
ム
は
↓
回
戦
で
西
郷
村
チ

ー
ム
と
対
戦
し
ま
し
た
が
借
し
く
も
敗

れ
ま
し
た
，

　
優
勝
は
北
方
町
チ
ー
ム
で
4
優
勝
の

門
川
町
チ
ー
ム
、
一
二
位
．
の
北
川
濯
岡
チ
ー

ム
の
三
代
表
が
県
大
会
に
出
場
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
．

九
州
大
会
で
惜
敗
！

　
九
月
二
十
二
日
宮
崎
市
の
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
か
れ
た
商
工
会
育
年
部
九

州
ソ
「
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
本
町
商
工
会

チ
ー
ム
は
宮
崎
県
代
表
と
し
て
出
場
し

ま
し
た
．
．
こ
れ
は
同
大
会
の
東
臼
杵
郡

予
戦
で
準
優
勝
し
優
勝
し
た
北
郷
村
チ

：
ム
と
県
大
会
に
出
場
、
清
試
町
チ
ー

ム
を
8
対
0
で
破
り
見
事
優
勝
し
県
代

表
と
な
r
．
た
も
の
で
す
．
、

　
九
州
大
会
で
は
佐
賀
県
代
表
と
対
戦

し
接
戦
の
す
え
、
1
対
0
で
惜
敗
し
ま

し
た
、
．

，
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喘
庁内にやすらぎ＜

　一り一ンリーン…一　秋も深まり澄んゼ虫の音がひびきます。

　ここ役場の出納室前にも鈴虫が飼われ役場を訪れる人の心をな

ごませてくれます，これは教育委員会社会教育主事の黒木幸男き

んが寄贈したものです。黒木さんの話によると最初の年は鈴虫の

鳴いている石垣などにナスの輪切りを置いておびき寄せアミで捕

えます．捕えた鈴虫は砂を敷いた箱に湿気を絶やさないように気

をつけ、えきにはナス、キウリ、鰹節、いりこなどを与えます．

後者は動物性たんぼく質で共食いを防ぐためです、

　それでもオスは最終的にはメスに食われる運命にありメスはそ

の後に産卵、自らも死謝こそうです。翌年卵がふ化してこの繰り

返しになるわけですが、何代も続くと質がおちるのでよそからも

らってきて良質な鈴虫を飼育するのゼそうです．イ旧も鈴虫の肖＝

がひびきます．　一1｝一ンリーン…」

6年間も奉仕作業　レ◎

・
李

．
晦
、
蝋
¢

．
、
轡

蒙㌻悔、礁

　東郷僑から成願寺までの国道327号沿線は今コス

モスが赤、白、桃色の花をつけ道：うく人やドラでノ｛

一の目を楽しませてくれます、

　これは町立養護老人ホームー鈴峰園一の糸・F筆助

きん（82歳）が6年前から奉仕作業を続けているも

ので四季の花が植栽されているためいつも花が絶え
ません。

　この日も除草作業に余念のない糸平きんの姿が貼

られました．

　町では現在7明日をきずく人づくり運動」を実践

申ですが、糸平さんの行為はまきにその手本といえ
ます。

大漁ですか？＜

　型深利久旨1原下の坪谷川に’．ヤー㌧がかか

っています．これは三浦文人きんら9人が丸

2日がかりで造りあげたものです。材料は持

ち寄りですが架設の日は冷たい水の中での作

業に一もうやめようか」の冗談もでたとか…

その労がむくわれてか先日の雨では鮎をはじ

めモミジグシロ、エビ、ウナギなど約15キロ

がとれて皆ホクホク顔だつたそうです。

　ここ数年見かけなかった7ヤナ」ですが、

宇宙時代に昔ながらの漁法というとりあわせ

1こほのほ1のとしたものを感じました

蓬認

　　　　●墾

裂護

β饗鵯

亀ム薫蝋y職
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町報とうこう

間
伐
コ
ン
ク
ー
ル

　
町
林
業
祭
（
昭
和
5
2
年
2
月
）
の
一

環
と
し
て
第
一
回
問
伐
コ
ン
ヶ
．
ー
ル
が

実
施
き
れ
ま
す
、

　
町
内
に
は
間
伐
（
除
伐
を
含
む
）
を
必

要
と
す
る
林
野
が
約
千
診
あ
り
ま
す
が

間
伐
が
進
ま
な
い
た
め
間
伐
促
進
対
策

と
し
て
実
施
し
、
入
賞
者
は
林
業
祭
で

表
彰
し
ま
す
．
．

　
実
施
要
領
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
．
．
．

　
W
、
・
対
象
期
問
　
5
1
年
1
1
月
1
日
か
ら

　
5
2
年
！
月
2
0
日
ま
で
．
の
間
に
実
施
し

　
ニ
タ
つ
）
．
．

　
♪
’
　
　
　
　
）

　
U
！
対
象
林
　
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
（
1
1
焦
－

　
　
　
　
　
　
ら

～
2
5
年
生
）
面
積
∩
乳
、
．
以
上

　
県
民
手
帳
の
あ
っ
せ
ん

　
昭
和
五
十
二
年
版
県
民
手
帳
を
あ
’
．

せ
三
者
薩
計
三
重
か
紙
の

色
は
オ
リ
ー
ブ
色
と
赤
色
で
す
が
限
定

印
刷
で
す
か
ら
早
目
に
お
申
し
こ
み
く

ゼ
羨
・
・
い
、
一
町
役
場
企
画
開
発
課
で
受
3

つ
け
中
で
す
，

役
場
は
「
2
0
0
1
」
番
に

　
六
［
『
か
・
り
山
陰
口
冗
が
自
動
化
蚤
・
・
れ
、

そ
の
際
に
地
集
庵
話
を
↓
般
電
活
に
切

替
え
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
切
替
え
を
し

な
か
っ
た
霞
話
に
つ
い
で
は
つ
ぎ
の
と

お
り
番
号
が
変
わ
り
ま
し
た
．
、

　
な
お
自
動
化
後
の
役
場
の
電
話
番
号

は
「
二
◎
〔
．
）
一
」
が
代
表
番
号
で
す
の

で
東
郷
町
電
話
帳
（
臨
時
版
）
に
記
載

々
、
㌔
れ
て
い
る
役
場
各
課
等
の
番
号
を
使

用
し
て
も
通
話
で
｝
・
・
ま
せ
ん
、
．

　
　
つ
　
ろ
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ろ
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新
湊
欝
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熱
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6524…6424　6798・・6781　5729…6559
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6632…　66226846…68525777…　6227

6638…66286867…68475782…6233
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6718…6673　　　　　　　　　　5817・。・6237

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5863…6258

　　　　　伊藤キミエ　29855872…6254

　　　　　東銀βrlI　　　　　　　　　5d76…　6256

　　　　　　校長住宅　29865883…6253

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6213一・6263
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63⊂〕8…　6328

6336…　6353
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5356…65165594・

5404…6519　5596・

5431…6511　5597・
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今
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ボ
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す
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牧
水
歌
碑
除
幕
式
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中
の
牧
水
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碑
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こ
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し
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日
午
前
十
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時
か
ら
現
地
に
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い
て
除
幕
式
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開
催
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れ
ま
す
．
、

　
碑
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旅
の
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の
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作
と
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え
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き
り
行
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し
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今
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、
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れ
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た
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ま
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、
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㌧

　
　
一

1
月
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日
に
成
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式

　
町
で
は
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五
日
に
成
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式
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行
な
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ま
す
、
一

　
会
場
は
中
央
公
民
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で
、
午
前
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時

一、

齒
¥
分
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す
、
．

　
該
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者
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昭
和
三
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月
二
日
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ら
一
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十
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一
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帳
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一
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る
人
で
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れ
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、
公
民
館
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、
十
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十
日
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で
に
町
教
育
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会
に
届
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う
に
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申
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く
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き
い
，

　
な
お
、
新
成
人
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の
抱
負
に
つ
い
て

原
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を
募
集
し
て
い
ま
す
，
四
百
字
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め
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稿
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紙
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度
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と
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十

二
月
十
日
ま
で
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育
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員
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い
．
．
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意
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し
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忌
明
寄
付
と
し
で
、
つ
ぎ
の
か
た
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が
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せ
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ま
し
た
．
厚
く
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ま
す
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▽
福
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の
関
野
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き
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黒
木
康
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か
ら
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き
ん
・
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5
歳
ご
死
去
）

今
月
の
心
配
ご
と
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談
日

一
一
目
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ト
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し
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穴
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郷
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会
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粥
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9
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届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

赤
ち
ゃ
ん
の
名
　
…
父
の
名
住
所

黒西田海松

木口中野田

久陽敏光友
美

子介秋洋洋
時景勝和梅

雄弘美一夫墾

寺仲福寺福

迫深瀬迫二

成畝　　結
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合原　藷

　　　　で
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．チ身

羽小住

講所

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

黒那関鈴佐高氏
．不：須野原．藤藤

う正和儀　ヒ
ズ彦廊勇圭名

75　19　乙2　755859　銭

　　　　　　断1
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．
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瀬
．
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内
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内
．
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